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に
備
え
る

災
害
が
起
き
る
前
に
、
自
宅
が

安
全
か
ど
う
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
ま
ん
延
す
る
中
、
全
国
的
に
災
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
避
難
所
を
開
設
す
る
場
合
は
、
十
分
な
換
気
や
ス
ペ
ー

ス
の
確
保
な
ど
、
で
き
る
限
り
の
感
染
リ
ス
ク
軽
減
対
策
を
行
い
ま
す
が
、

市
民
の
皆
さ
ん
も
事
前
の
準
備
や
避
難
所
へ
の
避
難
が
必
要
か
な
ど
に
つ

い
て
、
平
常
時
に
考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

避
難
時
の
注
意
点

避
難
所

・
マ
ス
ク
着
用
の
徹
底
や
手
洗
い
な
ど
、
基
本
的

衛
生
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
避
難
所
が
過
密
に
な
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
や

む
を
得
ず
ほ
か
の
避
難
所
に
案
内
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
際
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

・
発
熱
や
咳
な
ど
の
病
状
が
あ
る
場
合
は
、
す
ぐ

に
避
難
所
の
担
当
者
に
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

持
ち
物
　
可
能
な
限
り
持
参
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
食
料
、
飲
料
水
、
マ
ス
ク
、
消
毒
液
、
体
温
計
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問
い
合
わ
せ
先
　
危
機
管
理
課
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避
難
行
動
要
支
援
者
支
援
制
度

　
災
害
時
に
自
力
で
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
で
、

特
に
支
援
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
や
障
が
い
が

あ
る
人
な
ど
（
避
難
行
動
要
支
援
者
）
を
、
地

域
の
人
た
ち
で
支
援
す
る
制
度
で
す
。

　
市
で
は
台
風
や
地
震
な
ど
の
災
害
に
備
え
、

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

名
簿
は
、
消
防
や
警
察
、
社
会
福
祉
協
議
会
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
な
ど
と
共
有
し
、
平
常

時
の
見
守
り
や
、
災
害
が
発
生
し
た
と
き
の
避

難
支
援
や
安
否
確
認
な
ど
に
使
用
し
ま
す
。
詳

し
い
内
容
や
登
録
を
希
望
す
る
人
は
、
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
高
齢
介
護
課
高
齢
者
福
祉
係
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社
会
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
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ハザードマップで自分の家が
どこにあるか、確認しましょ
う。家がある場所に色が塗ら
れていますか？

ご自身または一緒に避難する人は、
避難に時間がかかりますか？

警戒レベルとは

警戒レベルは、水害や土砂災害
に備えて住民が取るべき行動を
お知らせするために５段階にレ
ベル分けしたものです。警戒レ
ベル５は、すでに災害が発生し
ている状況です。

注意
市は、気象庁などが発表する河
川や雨の情報のほか、地域の土
地利用や災害実績などを踏まえ、
総合的に判断し避難情報（警戒
レベル）を発令します。気象庁
が発表する情報と、市が発令す
る情報が異なる場合があります。

一家に１台！
防災ラジオが便利です
防災ラジオを無料で貸し出しし
ています。詳しくは危機管理課
まで。

はい

はい
いいえ

はい

は
い

は
い

い
い
え

い
い
え

い
い
え

い
い
え

色が塗られていなくて
も、周りと比べて低い
土地や崖のそばなどに
住んでいる人は、市か
らの避難情報を参考に、
必要に応じて避難して
ください。

災害の危険があるので、
原則として、自宅の外に
避難が必要です。

次の場合は、自宅にとど
まり安全確保すること
も可能です。
①洪水により家屋が倒壊

または崩落してしまう
恐れの高い区域の外側
である

②浸水する深さよりも高
い所にいる

③浸水しても水が引くま
で我慢できる、水・食
料などの蓄えが十分に
ある

安全な場所に住んでい
て、身を寄せられる親
戚や知人はいますか？

安全な場所に住んでい
て、身を寄せられる親
戚や知人はいますか？

避難勧告（警戒
レベル４）が出
たら、市が指定
している避難所
に避難しましょ
う。

避難準備・高齢
者等避難開始

（警戒レベル３）
が出たら、市が
指定している避
難所に避難しま
しょう。

避難勧告（警戒レベ
ル４）が出たら、安
全な親戚や知人宅に
避難しましょう（日
ごろから相談してお
きましょう）。

避難準備・高齢者等
避難開始（警戒レベル
３）が出たら、安全な
親戚や知人宅に避難し
ましょう（日ごろから相
談しておきましょう）。ＡＭ・ＦＭラジオと

して利用できます
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●おれんじの会
　介護予防サポーター養成講座・認知症サポータ
ー養成講座を受講した人が集まり、ボランティア
活動をする場として、「おれんじの会」が昨年度
誕生しました。現在約１００人が活動しています。

●キャラバンメイト
　認知症サポーター養成講座
の講師を務めるほか、認知症
の人や家族が安心して暮らせ
る地域にするために、認知症
カフェや認知症家族会など、
さまざまな場面で活動してい
るボランティアです。市内で
27人が活動しています。

　認知症は病気によって脳の神経が壊れるた
めに起こる症状や状態のことで、誰でもなる
可能性があります。厚生労働省によると、２
０２５年には65歳以上の５人に１人は認知症
になるといわれています。認知症が疑われる
サインに早めに気付き、早期診断と早期対応
が大切です。

●認知症初期集中支援
　認知症が疑われる人の自宅を、専門知識を
持つチーム員（医師、社会福祉士、理学療法
士など）が訪問し、ご本人や家族の困りごと
に対して、専門的なアドバイスを行います。

●認知症カフェ
　認知症の人やその家族、地域の人など、誰
もが気軽に集える場所です。現在、市内４カ
所で実施しています。家に閉じこもらず、ゆ
っくりお茶を飲みながら、おしゃべりを楽し
みませんか。

●認知症サポーター養成講座
　認知症サポーターは、認知症につい
て正しく理解し、認知症の人や家族を温かく見
守り続ける応援者です。「認知症サポーター養
成講座」（出前講座）を受けると誰でもサポー
ターになることができ、４,０００人を超えるサ
ポーターが市内で活躍しています。

▲市内の小・中学校や地域、企業・お店など
でサポーターを養成しています

認知症サポーターの証「オレンジリング」。
養成講座を受講するともらえます

▲

活動内容を、かんおんじタ
ウン情報（16ページ）で紹介

●認知症家族の会
　認知症の人を介護している家族の皆さんが
集まり、語り合う場です。認知症の人が自宅
で生活するためには、家族が元気でいること
が一番です。一人で抱え込まず、一緒に話を
してみませんか。

●本人ミーティング
　認知症の本人同士が集まり、自らの体験や
本人だからこその気付き、思いをみんなで語
り合う場です。自分たちの暮らしやすい地域
について、話し合ってみませんか。 香川井下病院副院長

佐々木 石雄 先生
（認知症サポート医）

　認知症は、脳の病気によって物忘れ
などの症状が現れ、日常生活に支障が
出ている状態のことです。原因はいろ
いろありますが、ビタミンやホルモン
の異常のように治療で治せる認知症も
あり、一人ひとりにアドバイスをして
います。認知症にかかったといっても、
いきなり病院に行くのは抵抗があると
思います。地域包括支援センターや認
知症カフェなど、気軽に相談できる窓
口があります。不安感やストレスを解
消する場としても、
気軽に足を運んで
ください。

認知症ケアパス
認知症の人やその家族が
いつ、どこで、どのよう
な支援が受けられるかな
ど、認知症の状態に合わ
せた適切なサービスの流
れを示した
手引きです。

認知症かな？と
心配になったら

地域で支える人がいます

認
知
症
は

誰
も
が
な
り
得
る
病
気
で
す

　１つでも思い当たることや気になることが
あれば、かかりつけ医や地域包括支援センタ
ーに相談してください。

地域包括支援 　地域包括支援 　
センター職員 センター職員 

▲▲

□直前にしたことや話したことを忘れてしまう
□同じことを何度も言ったり、聞いたりする
□置き忘れやしまい忘れが増えて、いつも探し

物をしている
□ささいなことで怒りっぽくなった
□おしゃれや身だしなみに気を使わなくなった
□今まで好きだった趣味などへの興味や関心が

なくなった
□日付や時間を間違えたり、慣れたところで道

に迷ったりするようになった

   　65歳以上の５人に１人は　認知症   に

認知症予備軍
厚生労働省「新オレンジプラン」

認知症が疑われるサイン

※新型コロナウイルス感染拡大の影響で、休止している活動もあります。詳しくは問い合わせてください。

問い合わせ先
　高齢介護課 地域包括支援センター
　☎２５－７７９１　Ⓕ２４－８８９１９月は「かがわ認知症予防　 　月間」です

私たちが
サポート
します

地域の立場
から認知症の
方を支えます

大西 潤 さん
（Hataくらす所長）




